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公民館だより 

11 月 4 日（金）第 8 回女性学級きらり
は、会員１５名の参加で「フラワーアレンジ
メント」を開催しました。「中川福祉村文化
産業まつり」に展示する作品ということで、
講師であるつかさ花店さんより、いつもよ
りもたくさんの種類のお花と器を準備して
頂きました。先生に手ほどきを受けながら、
それぞれ個性的な器にバランスを考えなが
らお花を飾っていき、とっても素敵な作品
が出来上がりました。当日も先生より並べ
て頂き、さらに素敵な展示となりました。 

 
 10月 28日（金）単発講座「第２弾マクラメ編み」の最後の
3回目が開催されました。大物作りの終盤に差し掛かっていて、
いつも以上に皆さんもくもくと編んでいました。出来上がった方
もいて、達成感のあるとても素敵な作品となりました。完成まで
もう少しの方がほとんどなので、宿題と追加講座にて完成しま
す。完成品はまた館報にて披露したいと思います！ 

 

11 月 5 日（土）、6 日（日）の２日間、第３8 回中川福祉村文化産業まつりが開催され、多くの方に来
ていただきました。昨年同様、飲食を伴うものを取りやめ、消毒、換気等はもちろん、入口への導線を一方
通行にするなど感染対策をしっかりとしての開催となりました。ご来賓として、松田会長会会長よりご挨拶
を頂きました。また、横戸市長よりメッセージを頂き、多くの地区民のふれあいの場となって文化への理解
が深まり、産業が活性化され、地域の絆がより一層強くなる事への期待のお言葉をいただき、このような状
況の中でも、やってよかったと大変うれしく思います。 
初日開会式では、平成上山藩小銃大砲隊の祝砲を合図にテープカットが行われ、公民館前では金谷の野菜

販売、トレーニングセンターの中では、農産物品評会や、中川地区民、各施設・各学校の素敵な作品がたく
さん展示されました。また「大抽選会」もたくさんの方に来ていただき、楽しんでいただく事ができたので
はないでしょうか。地区民の方々から提供していただいた品物でのバザーコーナーも大好評となりました。
2日間、準備から後片付けまでお手伝いいただきました、多くの関係者の皆様、本当にありがとうございま
した。心より感謝申し上げます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 22 日（火）第 7 回粋いき倶楽部は「芸術鑑賞」で、
午前中は、ムービーオンで『天間荘の三姉妹』を鑑賞しました。
東日本大震災に向き合った漫画を実写化した映画で、生と死、
愛するものたちとのつながりをテーマとし、ほっこりとした笑
いもありとても素敵な作品でした。会員の皆さんからも「よか
ったあ」「感動した～」との声をいただきました。午後からは、
国指定重要文化財の旧済生館本館である『山形市郷土館』を見
学してきました。明治初期の擬洋風建築としては、日本の最高
傑作と言われており、館内には山形市の医学発展に大きな功績
を残した医師ローレツ博士の資料や郷土史関係資料などが展示
されていました。当時の写真などもたくさんあり、皆さん熱心
に見ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 7日（月）、山形県庁において、小林県土整備部長以下７名の臨席のもと、遠藤県議の案内で、松田
会長会会長、齋藤副会長、鈴木高野地区会長、事務局の４名で訪れ、主要地方道白石上山線の高野地区内交
差点の歩道拡幅改良工事及び交差点内信号柱の移設等について要望書を提出してきました。 
 昨年に引き続き、県の担当部署トップへ要望内容等を説明し、現状は確認しており、来年度予算はまだ確
定していないが、前向きに検討したいとの回答がありました。継続して要望することが改めて大事だと感じ
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

1１月 7 日（月）「1 階図書室のストーブが異常燃焼し、周囲の可燃物に引火し
延焼」という設定で、第２回自衛消防訓練を行いました。今回は、グラウンドゴル
フ愛好会の会員さんにも参加して頂き、消火訓練が行われました。館長より、火事
を出さないことはもちろん、日頃からの訓練と心がけが必要との助言をいただき、
改めて訓練の大切さを実感いたしました。 
皆様も家庭での自主訓練や消火器の点検等を行ってみてはいかがでしょうか？

これからますます寒くなりますので火の取り扱いにはくれぐれもご注意ください。 
 

 
 11月 15日（火）中川地区のウォーキングガイドの石井
さんをお迎えし、会員 14 名の参加でウォーキング反省会
が開催され、多くの感想・意見を出していただきました。今
年度はコロナ禍の中でも、楽しめる計画を立てられたこと
で、各地域の歴史等を楽しんでいただけたようです。来年
度も皆さんの意見をもとに計画を立て、一緒に楽しく健康
増進を目指してウォーキングが出来ればいいなあと思いま
す。石井さん、会員の皆さん、ありがとうございました！！ 

 

 今年４月に、中川小学校とのふるさと学習事業「里山ウォーキングときのこ作り
体験教室」で、３年生がウォーキングとなめこの植菌をしましたが、なめこが生え
るまで１年かかります。そこで、現在の４年生が昨年の４月に植菌したクルミの木
にたくさんのなめこが生えたので、館長より小学校に運んでもらいました。最初は
ぬるぬるとしたなめこの感触に苦戦していたようですが、最後は、「お味噌汁に入
れて食べた～い！」などと、３年生の皆さんが楽しく収穫してくれました。 
 



 

 

 

 

 

1/4(水)   
 
1/5(木)  
 
1/6(金)   
 
1/10(火)   
 
1/11(水)   
1/13(金)   
1/17(火)  
1/24(火)  
1/27(金)   

          
 

仕事始め 
市新年祝賀会 
中川地区会長会 
公民館運営協議会 
市報・館報 
中川地区新年祝賀会 
第１０回そば打ち教室 
第２回福祉村だより編集委員会 
第８回粋いき倶楽部だんご木飾り 
第１０回パソコンクラブ 
第１０回女性学級きらり 
出前スポーツ教室「シャフルボード」 

雪と遊ぶ会 

詩吟教室（火曜日）   1/10、17、24 

ピンポン愛好会（木曜日） 1/5、12、19、26 

スポーツ麻雀愛好会   1/7、14（土曜日） 

             1/26（木曜日） 

 

 

行事予定  

 

行事予定  

 

12/1(木)   
 

 
12/2(金) 
12/5(月)   
12/6(火)   
12/8(木)   
 
12/9(金) 
12/11(日) 
12/13(火)   
12/16(金)   
12/18(日)  
12/23(金)  
12/27(火)  
12/28(水)  
          

 

市報・館報 
三者会、中川地区会長会  
公民館運営協議会 
第9回そば打ち教室  
中川地区食改「伝達講習会」  
ボランティアによる大掃除 
中川地区表彰委員会 
中川地区会長会忘年会 
単発講座「初心者パッチワーク教室」 
わら打ち（しめ飾り） 
体験スポーツ教室「トランポビクス」体験会  
第9回パソコンクラブ 
しめ飾り作り 
第9回女性学級きらり 
わんぱく広場「そば打ち体験教室」 
仕事納め 

詩吟教室（火曜日）   12/6、13、20 

ピンポン愛好会（木曜日） 12/1、8、15、22 

スポーツ麻雀愛好会   12/3、24（土曜日） 

             12/15（木曜日） 

 

日  時 12月27日（火）９時半集合 

場  所 中川地区公民館 集会室 

参加資格 中川地区の小学生と大人 １０組限定 

     （定員になり次第、受付終了となります） 

内  容 ５００gのそばを打ちます 

参 加 料 ５００円 

持 ち 物 小学校より配布のチラシをご覧ください。 

 

 

 

 公民館前が菊の花で華やかになりました。中川
地区に所縁のある 山川 正さんのご厚意で、今年
も中川地区公民館と中川農業者等トレーニング
センター前に「ざる菊」を 
 

１月２４日（火）

１０時～１１時 
シャフルボード 

持ち物：内ズック、飲み物、マスク 

2月１０日（金） 

１０時～１１時 

ストレッチヨーガ 
持ち物：ヨガマットかバスタオル   

内ズック、飲み物、マスク 

2月２８日（火） 

１０時～１１時 
足腰元気体操 

持ち物：内ズック、飲み物、マスク 

 

定員：各１２名  場所：中川地区公民館 集会室 

11月3日（木）、上山市福祉大会・市ボランティアフェ
スタ2022が、三友エンジニア体育文化センターで開催さ
れ、中川地区から、民生児童委員の岡崎とし子さん（小倉）、
石黒清さん（蔵王）が市福祉活動功労者として表彰されま
した。地域福祉の為にご尽力いただき、本当にありがとう
ございます。 

置いてくださいました。鮮
やかな色が目をひき、来館
者を楽しませてくれまし
た。山川さん、本当にあり
がとうございます！ 
 

   

日  時  12月13日（火）午前10時～１１時  

場 所  中川地区農業者等トレーニングセンター 

参加資格  中川地区民 ２４名 

（定員になり次第、受付終了となります） 

内 容 一人用のトランポリンで 

簡単なエアロビクスをします。  

参 加 料  無料 

持 ち 物  内ズック・飲み物・タオル・マスク 

 

 

 



 
 

 
 

   

 お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
七
十
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 
 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
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〈
国
際
関
係
の
主
軸
は
国
際
連
盟
と
ア
メ
リ
カ
〉 

 
 

昭
和
改
元
時
の
国
際
関
係
は
、
国
際
連
盟
と
ア
メ

リ
カ
が
主
軸
で
あ
っ
た
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
（
大
正
三
年
～
大
正
七
年
）
に

英
米
側
で
参
戦
し
た
日
本
は
、
本
格
的
な
戦
闘
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
ま
ま
戦
勝
国
と
な
っ
た
。 

 
 

同
大
戦
の
戦
争
終
結
を
合
意
し
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

講
和
条
約
に
基
づ
き
、
四
十
二
か
国
が
加
盟
し
て
大

正
九
年
国
際
連
盟
が
発
足
し
た
。
日
本
は
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
と
も
に
常
任
理
事
国

と
な
っ
た
。
日
本
の
国
際
的
な
地
位
は
飛
躍
的
に
向

上
し
た
。
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を

否
定
し
た
国
際
連
盟
の
指
導
的
立
場
に
立
っ
た
と
い

う
こ
と
か
ら
、
国
際
協
調
が
日
本
外
交
の
基
本
方
針

と
な
っ
た
。 

 
 

ア
メ
リ
カ
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
以
外
の
問
題
に
は

関
与
し
な
い
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
と
い
う
国
内
の
風

潮
の
た
め
連
盟
に
は
加
盟
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

第
一
次
大
戦
を
機
に
世
界
経
済
の
中
心
と
な
っ
た
こ

と
を
背
景
に
、
第
一
次
大
戦
の
惨
禍
を
踏
ま
え
た
国

際
協
調
の
進
展
と
軍
縮
の
実
現
の
た
め
積
極
的
に
行

動
し
た
。 

 
 

ア
メ
リ
カ
は
、
大
正
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て

「
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
」（
写
真
①
）
を
主
催
し
、
太
平

洋
地
域
の
現
状
維
持
を
定
め
た
「
四
か
国
条
約
」、
中

国
へ
の
植
民
地
侵
略
を
や
め
る
こ
と
を
定
め
た
「
九

か
国
条
約
」、
主
力
艦
（
戦
艦
、
巡
洋
艦
、
空
母
な
ど
）

の
削
減
を
定
め
た
「
ワ
シ
ン
ト
ン
海
事
軍
縮
条
約
」

を
成
立
さ
せ
た
。
日
本
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
加
盟

し
、
国
際
協
調
と
軍
縮
と
い
う
世
界
風
潮
に
同
調
し

て
い
っ
た
。（
筆
者
～
こ
の
軍
縮
へ
の
同
調
が
の
ち
に

政
府
と
軍
部
の
対
立
へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。） 

 
 

日
米
関
係
は
、
日
本
か
ら
の
移
民
を
ア
メ
リ
カ
が

制
限
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
良
好
と
は
い
え
な
か

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
経
済
依
存
度
は
高
く
、
日

露
戦
争
の
戦
費
や
関
東
大
震
災
の
復
興
費
と
し
て
巨

額
の
借
金
も
ア
メ
リ
カ
の
金
融
界
に
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
に
強
い
態
度
を
示
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。 

 

（写真①） 

 

こ
れ
ま
で
昭
和
改
元
時
の
国
勢
や
世
相
を
述
べ
て
き 

ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
戦
争
の
遠
因
と
も
な
っ
た
国 

際
関
係
や
国
内
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

〈
日
本
の
経
済
力
は
、
世
界
六
位
だ
っ
た
〉 

 
 

 

今
日
、
国
の
経
済
規
模
＝
豊
か
さ
は
、
国
民
総
所 

得
（ 

 
 

 

）
に
よ
っ
て
表
す
が
、
日
本
は
ア
メ
リ

カ
、
中
国
に
次
ぎ
世
界
第
三
位
の
経
済
大
国
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
凌
ぐ
国
家
と
な
っ
た
が
、
昭

和
改
元
時
（
大
正
十
四
年
）
の
日
本
の
経
済
力
は
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
に
次
い
で
第
五
位
で
あ
っ
た
。
ソ
連
は
、
指

数
を
公
表
し
な
か
っ
た
の
で
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
が
、
日
本
を
上
回
る
財
政
規
模
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
実
質
第
六
位
だ
っ
た
。
し

か
し
ア
メ
リ
カ
と
の
差
は
、
お
お
よ
そ
七
分
の
一
で

あ
っ
た
。 

 
 

〈
国
の
予
算
は
、
軍
事
費
比
率
が
高
比
率
〉 

 
 

国
家
予
算
の
使
い
道
は
、
大
正
十
四
年
度
の
場
合
、 

一
般
会
計
約
十
五
億
円
の
四
十
五
％
は
官
吏
の
給
与

な
ど
の
行
政
費
、
三
十
％
弱
が
軍
事
費
、
約
二
十
％

は
日
露
戦
争
の
戦
費
や
関
東
大
震
災
復
興
費
調
達
の

た
め
の
外
国
債
を
中
心
と
す
る
国
債
の
返
済
費
用
、

社
会
保
障
費
が
約
九
％
だ
っ
た
。
健
康
保
険
制
度
は

大
正
十
一
年
に
発
足
し
た
ば
か
り
で
利
用
者
は
ま
だ

少
な
く
、
社
会
保
障
費
の
多
く
は
官
吏
や
軍
退
職
者

の
恩
給
（
年
金
に
相
当
）
で
あ
っ
た
。 

 

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
約
八
十
九
兆
円
の
内 

訳
～
社
会
保
障
二
十
四
％
、
国
債
費
二
十
二
％
、
地 

方
財
政
費
二
十
％
、
公
共
事
業
費
十
一
％
、
防
衛
費 

六
％
弱
、
と
比
較
す
る
と
、
国
民
生
活
に
対
す
る
国 

の
役
割
が
い
か
に
変
化
し
て
き
た
か
が
わ
か
る
。
昭 

和
改
元
時
の
軍
事
費
比
率
の
大
き
さ
が
目
立
つ
。
有 

力
国
中
で
は
ダ
ン
ト
ツ
の
一
位
と
い
う
高
比
率
で
あ 

っ
た
。
日
本
の
軍
備
の
規
模
は
、
国
力
的
に
は
相
当 

無
理
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。 
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〈
中
国
と
の
関
係
は
非
常
に
複
雑
だ
っ
た
〉 

 
 

中
国
は
、
当
時
軍
閥
政
権
や
共
産
党
政
権
が
出
現
し
て
内
戦
状

態
だ
っ
た
が
、
日
本
を
含
む
主
要
国
は
蒋
介
石
が
率
い
る
中
国
国

民
党
の
政
権
（
中
華
民
国
）
を
正
統
政
権
と
し
て
承
認
し
て
い
た
。 

 

ま
た
、
天
津
や
上
海
に
は
日
本
の
紡
績
会
社
が
い
く
つ
か
進
出
。

さ
ら
に
中
国
の
エ
リ
ー
ト
層
に
は
日
本
留
学
経
験
者
が
多
く
、
軍

人
出
身
の
蒋
介
石
も
日
本
陸
軍
に
留
学
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
日
本
が
第
一
次
大
戦
勃
発
直
後
、
欧
米
諸
国
の
ア
ジ 

ア
へ
の
関
心
が
弱
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
、
中
国
権
益
の
維 

持
強
化
を
は
か
る
「
二
十
一
ヵ
条
要
求
」
を
行
い
、
軍
事
力
を
背 

景
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
認
め
さ
せ
た
。
そ
れ
以
来
中
国
で
は
反
日 

感
情
が
強
ま
り
、
し
か
も
陸
軍
は
、
満
州
権
益
の
維
持
の
た
め
、 

国
民
党
政
権
と
対
立
し
て
い
た
満
州
地
域
の
軍
閥
政
権
（
張
作
霖 

政
権
）
に
軍
事
援
助
を
行
っ
て
い
た
。 

 
 

〈
ソ
連
と
は
、
国
交
回
復
と
同
時
に
共
産
主
義
流
入
を
警
戒
〉 

 
 

ソ
連
と
は
、
樺
太
で
国
境
を
接
し
て
い
た
う
え
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
で
の
漁
業
問
題
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
、
大
正
十
四
年
に
日
ソ
基

本
条
約
を
結
ん
で
国
交
を
開
い
た
。 

 

し
か
し
、
共
産
主
義
流
入
の
警
戒
感
を
強
め
、
同
条
約
締
結
と

と
も
に
治
安
維
持
法
を
制
定
し
た
。 

 

（
古
川
隆
久
著
「
昭
和
史
」
ち
く
ま
新
書
よ
り
。
写
真
も
同
じ
。
） 

（
次
回
は
、
国
内
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。） 
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